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第2期京丹後市環境基本計画　関連施策・事業実施状況調書 2 年度実績】

市民
事業
者

団
体・
NPO
等

自治
会

学校
その
他

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）

2024
（R6）

2025
（R7）

1 Ⅰ (1) (2) (3) ③ 14 15
紅葉のブナ
林観察会

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆
大宮町五十河地内及びブナハウス周辺で
のブナ林観察会を11月1日に実施。小学生
から大人まで42人が参加。

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ 継続

2 Ⅰ (1) (2) (3) ③ 14 15
森林環境保
全学習

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆

8月、9月に、大宮南、大宮第一小学校5年生
（各クラス）を対象に、内山ブナ林を教材とし
た森林環境保全学習を計４回実施。（生徒
数：計89人）

自然環境保全
事業

◆ ◆ 新規

3 Ⅰ (1) (2) (3) ③ 14 15
自然環境保
全学習

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆
10月2日、大宮中学校1年生を対象に、京丹
後の豊かな自然を通して学ぶ自然環境保全
学習を実施。（生徒数：84人）

自然環境保全
事業

◆ ◆ 新規

4 Ⅰ (2) (4) ① 15
地域の生物
多様性の保
全

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆

特定外来生物オオキンケイギクの駆除方法
などを市の広報誌やホームページへ掲載す
るとともに、各庁舎にチラシを配架することで
市民への周知・啓発を行った。また、市内群
生地や公共施設敷地内において、市職員に
よる駆除も行った。

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ 継続

5 Ⅰ (1) (3) (12) ① ③ 14
美しいふるさ
とづくりの推
進

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

京丹後市美しいふるさとづくり条例及び環境
共生自主計画に基づき、「琴引浜」を環境共
生活動推進地域及び特別保護区域に指定
（R3.3.31まで、2年更新）。今年度は、新型コ
ロナ感染症対策として計画に基づく事業（禁
止行為パトロール、はだしのコンサート）は
中止となったことから、同事業への支援は行
わなかった。

美しいふるさと
づくり推進事業

◆ ◆ ◆ 継続

6 Ⅰ (5) ① 3 11
公害防止対
策

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆

悪臭未然防止の除草、河川水質検査、自動
車騒音常時監視面的評価業務を実施。
苦情件数：野焼き7件／騒音・振動・悪臭8件
／水質・大気汚染等3件

公害対策事業 ◆ ◆ ◆ 継続

7 Ⅰ (1) (2) (6) ② ⑰ 15

環境保全型
農業直接支
払交付金事
業

農林水産部
農業振興課

- ◆
国制度に基づき、環境保全型農業に取り組
む18団体の農業者グループに交付金を支
払った。

環境保全型農
業直接支払交
付金事業

◆ ◆ ◆ 継続

8 Ⅰ (1) (2) (6) ② ⑰ 11 15

京丹後市生
物多様性を
育む農業推
進計画

農林水産部
農業振興課

京丹後市生物
多様性を育む
農業推進計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

平成28年度に策定した京丹後市生物多様
性を育む農業推進計画（2期）に基づき、生
産・流通・消費分野における生物多様性を
育む農業の普及・推進を行った。
また新たな数値目標や社会情勢も踏まえ、3
期計画を策定した。

京丹後市生物
多様性を育む
農業推進計画

◆ ◆ ◆ 継続

【令和

⑨事業の実施年度

⑩事業実施の方向性等
※「継続」、「廃止」又は新規
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⑥事業の内容・成果等
※可能な範囲で定量的に記載

⑧予算科目の
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※連携・協働先、参加者含む

No

施策体系
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所管

④事業関連
の市個別計画

・方針等基本
方針

環境ターゲット
※複数選択可

重点施策
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SDGs協調項目
※複数選択可
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9 Ⅰ (1) (3) ③ 11 12
農村型小規
模多機能自
治推進事業

農林水産部
農業振興課

- ◆ ◆ ◆

本事業を活用し、市内の農山漁村コミュニ
ティ組織3団体が、ワークショップやセミナー
等を実施し地域ビジョン作成や特産品開
発、ゲストハウス整備等に取り組んだ。

- ◆ ◆ ◆ 継続

10 Ⅰ (1) ② ⑰ 13
経営耕地面
積（特別栽培
米）の状況

農林水産部
農業振興課

京丹後市生物
多様性を育む
農業推進計画

◆ ◆
○特別栽培米の取組面積の推移
529ｈａ（R元末）←476ｈａ（Ｈ28末）

「京の米」生産
イノベーション
事業

◆ ◆ ◆ 継続

11 Ⅰ (12) ㉒ 13
クラインガル
テン管理運
営事業

農林水産部
農業振興課

－ ◆ ◆

○コロナ禍でクラインガルテン使用者と地元
住民の交流会は中止となったが、個人間交
流は行われ、小規模ながらも地域間交流が
図れた。

クラインガルテ
ン管理運営事
業

◆ ◆ ◆ 継続

12 Ⅰ (1) ① 15
松くい虫防除
事業

農林水産部
農林整備課

森林整備計画
○被害木調査301本
○伐倒･樹幹注入防除524本
○ヘリ散布防除14ha

松くい虫防除事
業

◆ ◆ ◆ 継続

13 Ⅰ (3) ② 2 8 9 12
女布地区ほ
場整備事業

農林水産部
農林整備課

－ ◆

○久美浜町女布地区の区画整理に伴う換
地を実施。
全体計画
事業期間　H26年度～R4年度
事業内容　地区面積26.9ha
                区画整理21.8ha

府営農業競争
力強化基盤整
備事業

◆ ◆ ◆ 継続

14 Ⅰ (3) ② 2 8 9 12
上宇川地区
ほ場整備事
業

農林水産部
農林整備課

－ ◆

○丹後町上宇川地区の区画整理A=10.2ha
を実施。
全体計画
事業期間　H29年度～R5年度
事業内容　地区面積45.9ha
                区画整理38.4ha

府営農業競争
力強化基盤整
備事業

◆ ◆ ◆ 継続

15 Ⅰ (3) ② 2 8 9 12
平田・三分地
区ほ場整備
事業

農林水産部
農林整備課

－ ◆

○久美浜町平田・三分地区の区画整理にか
かる実施設計を実施。
全体計画
事業期間　R2年度～R7年度
事業内容　地区面積39.7ha
                区画整理33.5ha

府営農業競争
力強化基盤整
備事業

◆ 継続

16 Ⅰ (4) ① 15
有害鳥獣捕
獲事業

農林水産部
農林整備課

－

○特定外来生物の捕獲を行う。
○捕獲数
ヌートリア　28頭
アライグマ　31頭

有害鳥獣捕獲
事業

◆ ◆ ◆ 継続
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17 Ⅰ (4) ① 15
有害鳥獣対
策事業

農林水産部
農林整備課

鳥獣被害防止
計画

◆ ◆ ◆
有害鳥獣捕獲
事業

◆ ◆ ◆ 継続

18 Ⅰ (4) ① 15
有害鳥獣対
策事業

農林水産部
農林整備課

鳥獣被害防止
計画

◆ ◆ ◆
有害鳥獣防除
事業

◆ ◆ ◆ 継続

19 Ⅰ (3) ③ ⑰ 8 遊漁体験
農林水産部
海業水産課

京丹後市海業
推進事業計画

◆
網野町掛津で一日漁師体験を実施。利用者
数1,145人

海業推進事業
費

◆ ◆ ◆ 継続

20 Ⅰ (3) ③ ⑰ 8
マリンレ
ジャー

農林水産部
海業水産課

京丹後市海業
推進事業計画

◆

久美浜町蒲井でシーカヤック・ＳＵＰ等を実
施。利用者695人
R２年から網野町三津でシーカヤック体験を
実施。利用者200人
また、丹後町竹野で海上タクシーを実施。利
用者140人

海業推進事業
費

◆ ◆ ◆ 継続

21 Ⅰ (1) (3) ① ③ ⑰ 6 8
河川種苗放
流

農林水産部
海業水産課

◆

河川等の水産動植物の増殖・確保を目的に
野間川にアユ41,200尾、ウナギ760尾、マス
類5,000尾、宇川にアユ9,350尾、離湖にウナ
ギ280尾、フナ750尾を放流
また、約114人の方が釣り等の自然に親しむ
レジャーを体験した。

内水面漁業振
興支援事業

◆ ◆ ◆ 継続

22 Ⅰ (1) ① 14 種苗放流
農林水産部
海業水産課

◆
水産資源の増殖・確保を目的にサザエ
76,400個、アワビ19,600個、クロダイ10,000
尾を放流した。

漁業振興支援
事業

◆ ◆ ◆ 継続

23 Ⅰ (3) ③ 8
地域水産物
販路拡大緊
急支援事業

農林水産部
海業水産課

◆

「丹後とり貝」について、コロナの影響による
消費減少への対処及び市内での新たな地
産来消を進めるため、漁業者団体が旅館及
び飲食店等の事業者を対象に調理講習会
を実施した。関係団体29団体（延べ159人）
が参加、「創作料理レポート」を作成し、参加
者に配布した。

漁業振興支援
事業

◆ 新規

24 Ⅰ (1) ① 14
密漁防止等
啓発看板設
置工事

農林水産部
海業水産課

◆

改正漁業法の施行（R2.12）により密漁の罰
則が強化されたことから府漁協等と連携し、
密漁防止啓発看板を市内３箇所（丹後、網
野、久美浜）に設置した。

水産総務一般
経費

◆ 新規

25 Ⅰ (1) ① 14
久美浜港湾
清掃委託業
務

建設部管理
課

第2期環境基
本計画

◆
久美浜港湾内の７集落に海岸清掃作業を委
託

海岸漂着物対
策推進事業

◆ ◆ ◆ 継続

○農業被害の更なる減少に向けて捕獲・防
除対策に取り組む。
○被害額
H22ピーク時の6分の1
○捕獲数
イノシシ　1,381頭、シカ　3,565頭、サル　112
頭、小動物　239頭、鳥類　509羽
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26 Ⅰ (1) ① 14
海岸漂着物
対策推進事
業

建設部管理
課

第2期環境基
本計画

◆ 市内４集落に海岸清掃作業を委託
港湾総務一般
経費

◆ ◆ ◆ 継続

27 Ⅰ (1) ① 3
八丁浜ｼｰｻｲ
ﾄﾞﾊﾟｰｸ指定
管理委託

建設部都市
計画・建築住
宅課

京丹後市都市
計画マスタープ
ラン

◆ ◆ ◆
○指定管理者による八丁浜SPの維持管理
を行い、海とふれあえる場として市民や観光
客に提供している（利用者実績：18,751人）

都市公園等維
持整備事業

◆ ◆ ◆ 継続

28 Ⅰ (3) ② 8 9
新シルク産
業創造事業

商工観光部
商工振興課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆ ◆

新シルク産業創造に向けた無菌周年養蚕の
手法を用い遺伝子組替蚕の飼育規模の拡
大と民間事業者の事業参画のための調査を
実施した。

新シルク産業
創造事業

◆ ◆ ◆ 継続

29 Ⅰ (1) (3) ③ ⑰ 8 14 15
“旬”でもてな
す食の観光
推進

商工観光部
観光振興課

第3次観光振
興計画

◆ ◆ ◆

市の強みである“食の魅力”に磨きをかけ、
質の高い「食文化」と「もてなし」を観光客等
に提供し、豊富で多彩な「旬の食を活かした
滞在型観光（フードツーリズム）」推進による
地域雇用と経済の活性化を図った。
○Rico Labo（料理人や生産者が集い交流・
研究を行う場）開催
○京丹後ガストロノミカ（料理人や生産者が
集う学会、交流会、たんちょすバル）開催
○フードトレイル創造事業（果樹直売所等で
旬のフルーツを活用したドリンク、スイーツ等
を提供）開催

“旬”でもてなす
食の観光推進
事業

◆ ◆ ◆ 継続

30 Ⅰ (1) (3) ③ ⑰ 8 14 15
ユネスコ世
界ジオパー
クの推進

商工観光部
観光振興課

第3次観光振
興計画

◆ ◆

山陰海岸ユネスコ世界ジオパークの貴重な
地質遺産の保護・保全、教育や産業振興へ
の活用を図った。またガイド養成による魅力
発信も行った。
○ジオパーク市情報センター維持管理、ジ
オサイト保全管理
○普及啓発
○ガイド養成講座実施（1回／19人参加）

ユネスコ世界ジ
オパークの推
進事業

◆ ◆ ◆ 継続

31 Ⅰ ③ ⑰ 8 14 15
日本一の砂
浜海岸づくり
推進

商工観光部
観光振興課

第3次観光振
興計画

◆ ◆ ◆

美しい砂浜海岸を保全し、年中にぎわう日
本一の砂浜海岸づくりを推進した。
○海水浴場清掃美化（地元区等による海岸
漂着物回収を支援：7カ所）
○ビーチ一斉クリーン作戦（コロナで延期し
秋に予定したが荒天中止）

日本一の砂浜
海岸づくり推進
事業

◆ ◆ ◆ 継続
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32 Ⅰ (1) (3) ③ ⑰ 8 14 15
自然公園管
理

商工観光部
観光振興課

第3次観光振
興計画

◆

府より管理委託を受けた国立公園及び国定
公園区域内の公園施設の適正な維持管理
を地元区に委託し、環境保全及び活用の促
進を図った（16カ所）

自然公園管理
事業

◆ ◆ ◆ 継続

33 Ⅰ (1) (3) ③ ⑰ 8 14 15
海浜等施設
管理

商工観光部
観光振興課

第3次観光振
興計画

◆ ◆ ◆

【再掲：生活環境課】
市内16海岸において、地元区等へ海岸清掃
を委託し、海岸漂着物の回収・処理を実施
（処理量：213,750㎏㎏）。

海浜等施設管
理事業

◆ ◆ ◆ 継続

34 Ⅰ (1) ③ 14 15
高齢者大学
網野学園
山野草講座

教育委員会
事務局生涯
学習課

6月～12月の年6回、市内各地の里山、海岸
において実施。季節ごとに自生する野草や
海岸植物、観察におけるルールについて学
習した。絶滅危惧種・準絶滅危惧種といった
貴重な植物や、有害・外来植物も見られた。
【本講座受講生：26人】

高齢者教育事
業

◆ 新規

35 Ⅰ (1) ③ 14 15
ジオ山野草
ウォーキング

教育委員会
事務局生涯
学習課

９月～１１月に合計３回、山陰海岸ジオパー
クをフィールドにして、ウォーキングしながら
健康づくりとジオパーク及び山野草等につい
て楽しく学んだ。【参加者延べ52人】

地域公民館管
理運営事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

36 Ⅰ (1) (2) ① ③ 14 15
琴引浜鳴き
砂文化館の
管理運営

教育委員会
事務局文化
財保護課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆

琴引浜の鳴き砂の美しい自然環境を普及啓
発するために、掛津区を指定管理者とする
琴引浜鳴き砂文化館の管理運営を行った。
年間入館者数5,644人。

資料館等指定
管理運営事業

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
継続
展示リニューアル、設備更
新、施設改修が課題

37 Ⅰ (1) (2) ① 15

コウノトリの
モニタリン
グ、足環装
着

教育委員会
事務局文化
財保護課

市内で営巣しているコウノトリの個体識別の
ための足環装着と、装着時期特定のための
モニタリング調査を実施した。
モニタリング対象：3ヶ所

史跡等維持管
理事業

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
継続
モニタリング人員の確保等が
課題

38 Ⅱ (6) ④ 13
長時間労働
者の割合の
縮減

市長公室人
事課

京丹後市総合
計画

長時間労働者（年間360時間以上の時間外
勤務者）の割合の縮減に努める。
令和２年度実績：１７．５％

◆ ◆ ◆ 継続

39 Ⅱ (7) ⑥ 13
自主防災組
織補助金

総務部総務
課

京丹後市地域
防災計画

◆
自主防災組織が防災資機材を購入する費
用に対し、補助金を交付する。補助金交付
実績：29団体

災害対策一般
経費

◆ ◆ ◆ 継続
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40 Ⅱ (7) ⑥ 13
地域防災
リーダー研
修会

総務部総務
課

京丹後市地域
防災計画

◆ ◆

講演
①「各地域における防災への取り組みの事
例発表」
・大宮町区長協議会による取り組み
・弥栄町鳥取校区（和田野・木橋・鳥取）によ
る取り組み
・久美浜町佐野甲地区による取り組み
②「自主防災組織（共助）の重要性を考える
意見交換会」
コーディネーター：石原凌河氏　（龍谷大学
准教授）
パネリスト：川口勝彦氏（大宮町区長協議会
会長）、川戸一生氏（鳥取校区避難所開設
運営検討会議事務局）、小國徳人氏（佐野
甲防災会議役員）
参加者：106人

災害対策一般
経費

◆ ◆ ◆ 継続

41 Ⅱ (6) ⑥ 9

京丹後市建
設工事指名
業者の格付
けにおける
主観点数基
準

総務部入札
契約課

- ◆

「京丹後市建設工事指名業者の格付けにお
ける主観点数基準」に基づき主観点数に加
点（京丹後市内の本店においてISO14001又
は特定非営利活動法人KES環境機構の定
めたKESの認証を取得している場合）

◆ ◆ ◆ 継続

42 Ⅱ (6) (15) ⑦ ⑳ ㉑ 4 12 13
地球温暖化
防止学習

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆

小学4年生が峰山クリーンセンターを見学す
る際に、地球温暖化の現状や対策、再生可
能エネルギーについて知ってもらうための環
境学習を実施（実施実績：4校、計80人）。

地球温暖化防
止対策事業

◆ ◆ ◆ 継続

43 Ⅱ (6) (15) ⑦ ⑳ ㉑ 4 12 13
地球温暖化
防止学習

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆

府地球温暖化防止活動推進センター協力の
もと、小学生（4～6年生）を対象とした温暖
化学習（講話・工作教室）を実施（参加者25
人）。

地球温暖化防
止対策事業

◆ ◆ 継続

44 Ⅱ (6) (8) ⑦ ⑧ 12 13 14

環境保全、
海岸漂着物
の発生抑制
意識啓発事
業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
環境保全意識の啓発を目的とするエコバッ
グを作成し、環境イベント等の参加者に配布
を行った。

地球温暖化防
止対策事業

◆ ◆ 継続

45 Ⅱ (6) ④ ⑤ ⑦ 7 11 13
環境マネジメ
ントシステム
の実行・推進

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編／地球温
暖化対策実行
計画事務事業
編

◆

環境配慮事業所としての模範を市民・事業
者へ示すため、環境マネジメントシステム
（KES）認証を取得（R2.3.31）。庁内での環境
改善活動の強化、並びに職員意識の向上を
図る取組みを行った。

地球温暖化防
止対策事業

◆ ◆ 継続
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46 Ⅱ (6) (7) ⑤ ⑥ ⑦ ⑳ 7 11 13
地球温暖化
防止意識啓
発事業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

京丹後市出身で環境省に勤務されている大
井通博氏を講師にお迎えし、地球温暖化の
現状と対策、2050年脱炭素社会の実現に向
けてと題した講演会を行った。（参加者数：
80人）

地球温暖化防
止対策事業

◆ 継続

47 Ⅱ (6) ⑤ 7 11 13

電気自動車
充電ステー
ション管理事
業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編／地球温
暖化対策実行
計画事務事業
編

◆ ◆

市内７ヵ所に設置している電気自動車充電
ステーションの維持管理を行うことで、電気
自動車の普及、並びに利便性向上を図っ
た。

利活用推進プ
ラットフォーム
事業

◆ ◆ ◆ 継続

48 Ⅱ (6) (7) ⑤ 7 11 13

避難所施設
緊急時電力
確保促進事
業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編／地球温
暖化対策実行
計画事務事業
編

◆ ◆

避難所指定されている6カ所（旧町1カ所ず
つ）の学校施設に設置してある太陽光発電
と蓄電池設備の維持管理を行うことで、再生
可能エネルギーの普及促進、環境学習、並
びに災害時の非常用電源確保を図った。

利活用推進プ
ラットフォーム
事業

◆ ◆ ◆ 継続

49 Ⅱ (6) (7) (11) ⑤ ⑮ 7 11 13
低炭素・資源
循環促進支
援補助金

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆

市内に住む個人・事業者を対象とした、再エ
ネ利用システム（太陽光発電・蓄電池・木質
燃料・再資源化システム）の設置に対する支
援を実施（申請件数14件：太陽光発電6件、
木質ストーブ1件、太陽光・蓄電池セット導入
7件）。

利活用推進プ
ラットフォーム
事業

◆ ◆ ◆ 継続

50 Ⅱ (6) ⑤ 7 11 13
市民太陽光
発電所事業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆

ＦＩＴ法に基づく太陽光発電事業を実施し、市
内における再生可能エネルギーの推進を
図った。また、売電収益の一部を一般会計
に繰出し、環境対対策事業に充当を行っ
た。
施設数：4ヵ所（発電規模：1,090kW）
年間発電量：1,184,987kWh
売電収益：46,524千円

市民太陽光発
電所事業特別
会計

◆ ◆ ◆ 継続

51 Ⅱ (7) ⑦ 3
健康づくり推
進員活動

健康長寿福
祉部健康推
進課

第２次京丹後
市健康増進計
画

◆
７月１３日に健康づくり推進員研修会におい
て熱中症予防の注意喚起。
３８人参加。

◆ 継続

52 Ⅱ (7) ⑦ 3
出前講座
健康教育

健康長寿福
祉部健康推
進課

第２次京丹後
市健康増進計
画

◆
６月～９月に行う出前講座や健康教育の機
会に熱中症予防の啓発を実施。
６月～９月の期間に５回実施、８０人参加。

◆ 継続
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53 Ⅱ (7) ⑦ 3 広報
健康長寿福
祉部健康推
進課

第２次京丹後
市健康増進計
画

◆

以下の機会に熱中症予防について注意喚
起
・広報お知らせ版　7/10号掲載
・防災行政無線　6/29、7/27放送
・久美浜有線　7月放送

◆ 継続

54 Ⅱ (6) ⑥ 11
内水処理対
策事業

建設部土木
課

公共下水道浸
水対策事業

・小栓川雨水ポンプ場建設工事
・小栓川雨水幹線整備工事

内水処理対策
事業

◆ ◆ ◆ 継続

55 Ⅲ (1) (8) (12) ⑧ 12 14 15
水をつなぐク
リーン大作
戦

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆ ◆
毎年行っている市内の道路・河川・海岸周辺
等での市内一斉清掃活動を9月12日に実施
（参加者数：約160人）。

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ 継続

56 Ⅲ (5) (8) ⑧ 11 14
不法投棄対
策事業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆

不法投棄の通報等を受け、回収を実施（36
件）。不法投棄の発生抑制を目的に、区に
不法投棄防止用看板を配布（44枚）。また、
廃タイヤの処分も行った。

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ 継続

57 Ⅲ (8) (9) ⑧ 12 14
海岸漂着物
の発生抑制・
処理事業

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）

◆ ◆ ◆ ◆
市内17海岸において、地元区等へ海岸清掃
を委託し、海岸漂着物の回収・処理を実施
（処理量：213,750㎏）。

海岸漂着物対
策推進事業

◆ ◆ ◆ 継続

58 Ⅲ (8) ⑧ 12 14
海岸漂着物
の発生抑制
事業

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
海岸ごみ拾いイベント「拾ってつなぐ丹後の
海」を大宮中学校1年生（84名）を対象に実
施した。

海岸漂着物発
生抑制事業

◆ 新規

59 Ⅲ (8) ⑧ 12 14
海岸漂着物
の発生抑制
事業

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
「ごみの分け方、出し方」パンフレットを作成
し全戸に配布したことで、ごみの適正処理に
よる海岸漂着物の発生抑制を図った。

海岸漂着物発
生抑制事業

◆ 新規

60 Ⅲ (8) ⑧ 12 14
海岸漂着物
の発生抑制
事業

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
市内の複合商業施設（12/15～12/25）や市
役所本庁舎（1/5～1/15）で海ごみの啓発展
示を行い、市民の意識啓発を図った。

海岸漂着物発
生抑制事業

◆ ◆ ◆ 新規

61 Ⅲ (8) (9) (10) ⑧ ⑬ 8 13
廃棄物減量
等推進審議
会の開催

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）

◆ ◆ ◆ ◆

ごみ減量・リサイクルに関するアンケート調
査結果、一般廃棄物減量の取り組み、新最
終処分場整備の経過・スケジュールを報告
等

清掃総務一般
経費

◆ ◆ ◆ 継続
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62 Ⅲ (11) (8) ⑧ ⑭ 12 15 4Ｒ推進事業
市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆

食品ロスの削減推進・普及啓発事業を実施
した。
・市内全小学校を通じた「もったいない新聞」
の配布（年2回）
・市内食料品店向け「てまえどり」POPの作
成と配布
・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの「（環境省）食品ロスポー
タルサイト」掲示

4Ｒ推進事業 ◆ 新規

63 Ⅲ (11) (8) ⑧ ⑭ 12 15 4Ｒ推進事業
市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆

一般廃棄物処理基本計画（第二次）　におけ
る「ごみの排出量1人1日あたり1㎏」の目標
達成に向けて、市民のごみ分別の取り組み
状況等、ごみの減量・リサイクルに対する意
識・行動等について調査することを目的に、
市民800人を対象にアンケート調査を実施し
た。

4Ｒ推進事業 ◆ 新規

64 Ⅲ (8) ⑧ 3 12 14
家庭ごみの
収集・運搬

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）／令和２年
度一般廃棄物
処理実施計画
／循環型社会
形成推進地域
計画／分別収
集計画

◆ ◆ ◆

家庭ごみのステーション収集・運搬の実施、
指定ごみ袋の作成・販売、収集カレンダーを
作成し、ごみの分別、減量及びリサイクルの
推進を図った。

家庭ごみ収集
運搬事業

◆ ◆ ◆ 継続

65 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑫ 3 12
ごみ処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
峰山クリーンセ
ンター管理運
営事業

◆ ◆ ◆ 継続

66 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑫ 3 12
ごみ処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
峰山最終処分
場管理運営事
業

◆ ◆ ◆ 継続

67 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑫ 3 12
ごみ処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
大宮最終処分
場管理運営事
業

◆ ◆ ◆ 継続

市内発生の可燃ごみ、資源ごみ、不燃ご
み、不燃性粗大ごみ、焼却残さを適正に処
理するため、焼却及び最終処分を行う施設
の維持管理を適正に実施し、安定かつ安全
な施設の稼働確保を図った（焼却施設：1／
最終処分場：4）。
また、市内小学校（4校）や高等学校を対象
とした見学会を実施し、ゴミ減量意識の啓発
にも取り組んだ。
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68 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑫ 3 12
ごみ処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
網野最終処分
場管理運営事
業

◆ ◆ ◆ 継続

69 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑫ 3 12
ごみ処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
久美浜最終処
分場管理運営
事業

◆ ◆ ◆ 継続

70 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑪ ⑫ 3 12
新最終処分
場整備事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／循
環型社会形成
推進地域計画

◆

国の認可が必要な循環型社会形成推進地
域計画（計画期間：R3年度～R7年度、5か年
計画）を策定するとともに、新最終処分場整
備基本計画を策定した。また、新最終処分
場整備予定地の不動産鑑定評価を行うとと
もに地権者等の調査を行った。

最終処分場整
備事業

◆ ◆ 継続

71 Ⅲ (8) ⑧ 3 12 14
有害ごみの
適正処理

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆
有害ごみ（使用済み乾電池、蛍光管等）の
適正処理及び再資源化を行った。

有害ごみ処理
事業

◆ ◆ ◆ 継続

72 Ⅲ (10) ⑬ 3 6 14
し尿処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課
（衛生セン
ター）

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆ し尿収集事業 ◆ ◆ 継続

73 Ⅲ (10) ⑬ 3 6 14
し尿処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課
（衛生セン
ター）

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆
網野衛生セン
ター管理運営
事業

◆ ◆ 継続

74 Ⅲ (10) ⑬ 3 6 14
し尿処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課
（衛生セン
ター）

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆
竹野川衛生セ
ンター管理運
営事業

◆ ◆ 継続

75 Ⅲ (10) ⑬ 3 6 14
し尿処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課
（衛生セン
ター）

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆
久美浜衛生セ
ンター管理運
営事業

◆ ◆ 継続

市内発生の可燃ごみ、資源ごみ、不燃ご
み、不燃性粗大ごみ、焼却残さを適正に処
理するため、焼却及び最終処分を行う施設
の維持管理を適正に実施し、安定かつ安全
な施設の稼働確保を図った（焼却施設：1／
最終処分場：4）。
また、市内小学校（4校）や高等学校を対象
とした見学会を実施し、ゴミ減量意識の啓発
にも取り組んだ。

し尿収集・運搬の実施及び計画収集による
効率化を図るとともに、適正な施設管理によ
る安定稼働の確保を図った（処理施設：3）。
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76 Ⅲ (10) ⑬ 3 6 14
し尿処理施
設整備事業

市民環境部
生活環境課
（衛生セン
ター）

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆
施設の老朽化が進む中、し尿処理施設整備
基本構想策定業務を実施し、適正処理を図
るための施設整備方針を策定した。

し尿処理一般
経費

◆ ◆ 継続

77 Ⅲ (10) ⑬ 6 14 下水道
上下水道部
経営企画整
備課

京丹後市水洗
化計画

◆ ◆
集合処理・個別処理における水洗化の推進
（供用区域の拡大）

下水道事業 ◆ ◆ ◆ 継続

78 Ⅲ (10) ⑬ 6 14 下水道
上下水道部
経営企画整
備課

京丹後市水洗
化計画

◆ ◆
集合処理・個別処理における水洗化の推進
（供用区域の拡大）

浄化槽設置整
備事業、水洗
化推進支援事
業

◆ ◆ ◆ 継続

79 Ⅲ (10) ⑬ 6
管渠布設事
業

上下水道部
施設管理課

京丹後市水洗
化計画

【普及率】
　○下水道：83.6%
　　公共下水：78.9%
　　特定環境保全：98.0%
　○集落排水：100%
【接続率】
　○下水道：61.8%
　　公共下水：59.1%
　　特定環境保全：68.7%
　〇集落排水：88.5%

■公共下水道
事業特別会計
○公共下水道
事業
○特定環境保
全公共下水道
事業

◆ ◆ ◆ 継続

80 Ⅳ (6) (11) ⑤ ⑮ ⑯ 7 13
旧エコエネル
ギーセンター
利活用推進

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編／地球温
暖化対策実行
計画事務事業
編

◆
施設の維持管理業務を実施。施設の利活用
検討。

利活用推進プ
ラットフォーム
事業

◆ ◆ ◆
継続（残存施設の利活用に
向けた方針検討を行っていく
必要がある）

81 Ⅳ (11) (8) ⑧ ⑭ 12 15 4Ｒ推進事業
市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

古紙回収登録団体に対して、古紙回収量に
応じた補助金を交付。
（申請団体：48団体、申請件数：189件、回収
量：1,999ｔ）
雑がみ分別の推進に向けた出前講座を実
施した。

4Ｒ推進事業 ◆ ◆ ◆
継続（啓発広報を中心に４Ｒ
の推進を図る）

82 Ⅳ (11) (5) (8) ⑭ 12
小型家電リ
サイクル推
進事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆

使用済み小型家電の再資源化を促すため
に市内17か所に、回収ＢＯＸを設置。市民か
ら無料で引き取りを実施し、認定業者への
引き渡しを行った（86ｔ）。

小型家電リサ
イクル推進事
業

◆ ◆ ◆ 継続
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83 Ⅳ (11) ⑯ 8 11 12
豊かな森を
育てる事業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆ ◆ ◆

○木工教室、環境学習18件
○木工製品製作25台
○森林整備工事（本数調整伐等）3.5ha
○森林整備補助
　　・間伐4.6ha
　　・搬出353.5ｔ
　　・作業道680ｍ
　　・里山整備15件

豊かな森を育
てる事業

◆ ◆ ◆ 継続

84 Ⅴ (13) ⑱ 9 11 7
公共交通等
の利用促進

市長公室政
策企画課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
丹海バス利用者
（R1）447,551人→（R2）355,940人

地方バス路線
運行維持対策
事業

◆ ◆ ◆

継続
（課題）
・運転士不足
・国庫補助路線の維持
・持続可能な公共交通網の
検討

85 Ⅴ (13) ⑱ 9 11 7
公共交通等
の利用促進

市長公室政
策企画課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
市営バス利用者（スクール混乗路線含む）
（R1）21,313人→（R2）19,709人

市営バス運行
事業

◆ ◆ ◆

継続
（課題）
・持続可能な公共交通網の
検討

86 Ⅴ (13) ⑱ 9 11 7
公共交通等
の利用促進

市長公室政
策企画課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

京都丹後鉄道市内駅利用者
 （R1）330,895人→（R2）255,960人
高齢者片道200円レール利用者
 （R1）18,660人→（R2）10,286人

京都丹後鉄道
利用促進対策
事業

◆ ◆ ◆

継続
（課題）
・施設等の老朽化による継続
した支援

87 Ⅴ (13) ⑱ 9 11 7
公共交通等
の利用促進

市長公室政
策企画課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
高齢者等運転免許証自主返納支援者（R1）
180人→（R2）117人

交通確保対策
一般経費

◆ ◆ ◆ 継続

88 Ⅴ (14) ⑲ 11

持続可能な
地域づくり・
組織づくりの
推進

市長公室地
域コミュニ
ティ推進課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆
小規模多機能自治推進補助金活用団体数
（延べ）
（R1）10団体→（R2）12団体

地域づくり支援
事業

◆ ◆ ◆ 支援内容を見直して継続

89 Ⅴ (13) ⑱ 11
LED防犯灯
設置事業

市民環境部
市民課

地区要望により、LED防犯灯が必要な箇所
にエネルギー効率と耐久性に優れたLED防
犯灯１灯を市が設置。

LED防犯灯設
置事業

◆ ◆ ◆ 継続

90 Ⅴ (13) ⑱ 11
LED防犯灯
設置費補助
金

市民環境部
市民課

◆

地区要望により、LED防犯灯が必要な箇所
にエネルギー効率と耐久性に優れたLED防
犯灯１９灯を区が設置し、それに対し市が補
助金を交付。

LED防犯灯設
置事業

◆ ◆ ◆ 継続

91 Ⅴ (13) ⑱ 11
京丹後市
LED街路灯
等導入事業

市民環境部
市民課

◆

市設置の防犯灯等（1,844灯）について、平
成25年度に環境省の補助事業を活用して事
業者がLED化。その後、事業者が10年間管
理を行い、市はリース料を支払う契約を締
結。

省エネ・グリー
ン化推進事業

◆ ◆ ◆ 継続
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市民
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者

団
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NPO
等

自治
会

学校
その
他
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（R1）
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（R2）
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2022
（R4）

2023
（R5）

2024
（R6）

2025
（R7）

【令和

⑨事業の実施年度

⑩事業実施の方向性等
※「継続」、「廃止」又は新規

の中から選択記載。

⑥事業の内容・成果等
※可能な範囲で定量的に記載

⑧予算科目の
細事業名称

⑤事業の実施主体
※連携・協働先、参加者含む

No

施策体系

②事業の
名称

③事業の
所管

④事業関連
の市個別計画

・方針等基本
方針

環境ターゲット
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重点施策
※複数選択可

SDGs協調項目
※複数選択可

92 Ⅴ (12) (15) (7) ⑰ 11 13 17
丹後の豊か
な環境づくり
推進会議

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆

丹後地域２市２町広域連携組織。
新型コロナの感染状況を鑑み市民を対象と
したイベント等は実施せず、組織としての方
向性を考えるきっかけとするための研修事
業を9月・3月に実施。

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ 継続

93 Ⅴ (12) (15) ⑰ ㉑ 8 11
林業労働者
支援事業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆
○共済事業補助10人
○緑の担い手育成1事業所

林業労働者支
援事業

◆ ◆ ◆ 継続

94 Ⅴ (12) (13) (15) ⑰ ⑱ ⑲ 11
治山・林道適
正管理事業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆ ◆ 危険木伐採2か所
小規模治山事
業

◆ ◆ ◆ 継続

95 Ⅴ (12) (13) (15) ⑰ ⑱ ⑲ 11
治山・林道適
正管理事業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆ ◆
治山ダム設置及び流路工実施による土砂流
出防止

災害に強い森
づくり事業

◆ ◆ ◆ 継続

96 Ⅴ (12) (13) (15) ⑰ ⑱ ⑲ 11
治山・林道適
正管理事業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆ ◆
直轄林道維持管理（4路線）
小規模林道整備支援（5路線）

林道等整備事
業

◆ ◆ ◆ 継続

97 Ⅴ (12) ⑰ 11
市行造林事
業

農林水産部
農林整備課

森林整備計画 ◆ ◆
○市行造林地整備工事
　　間伐5.05ha
　　作業道開設874m

市行造林事業 ◆ ◆ ◆ 継続

98 Ⅴ (14) ㉒ 8
風蘭の館「カ
キ小屋」

農林水産部
海業水産課

京丹後市海業
推進事業計画

◆
新鮮で安全な水産物の提供による「地産地
消・地産来消」を推進し地域内消費の拡大を
図った。利用者4,502人

海業推進事業
費

◆ ◆ ◆ 継続

99 Ⅴ (13) ⑱ 9
社会資本整
備総合交付
金事業

建設部土木
課

京丹後市橋梁
長寿命化修繕
計画

・橋梁点検（174橋）
・橋梁の補修工事（15橋）、修繕・調査設計
委託（8橋）

社会資本整備
総合交付金事
業

◆ ◆ ◆ 継続

100 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆ ◆
小中一貫教育
推進事業

◆ ◆ ◆ 継続

○教科学習や総合的な学習の時間での「丹
後学」を中心に、水、ごみ問題等の身近な環
境について課題解決的な学習を行うなど、
各学校が計画的に環境教育に取り組んだ。
（新型コロナウイルス感染症の影響により規
模縮小）
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101 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆ ◆
小中一貫教育
実践事業

◆ ◆ ◆ 継続

102 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆ ◆
小学校教育推
進活動実践事
業

◆ ◆ ◆ 継続

103 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆ ◆
小中一貫教育
実践事業

◆ ◆ ◆ 継続

104 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆ ◆
小学校教育推
進活動実践事
業

◆ ◆ ◆ 継続

105 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆

○小中学校教員対象の「大地の学習指導者
研修会」を開催し、丹後の地質遺産（ジオ
パーク）の素晴らしさを児童生徒に伝えられ
る教員指導力の向上を目指すフィールド
ワークを実施。

- ◆ ◆ ◆
新型コロナウイルス感染症の
影響により未実施

106 Ⅴ (14) (15) ㉑ ㉒ 3 4
食育、教育・
保育活動

教育委員会
事務局子ども
未来課

第2期京丹後
市子ども・子育
て支援事業計
画

◆ ◆ ◆
保育所管理運
営事業

◆ ◆ ◆ 継続

107 Ⅴ (14) (15) ㉑ ㉒ 3 4
食育、教育・
保育活動

教育委員会
事務局子ども
未来課

第2期京丹後
市子ども・子育
て支援事業計
画

◆ ◆ ◆
保育利用管理
運営事業

◆ ◆ ◆ 継続

108
全方
針

美しいふるさ
とづくり審議
会

市民環境部
生活環境課

美しいふるさと
づくり条例
第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
第2期京丹後市環境基本計画の進捗管理
（令和元年度）、施策のあり方の審議を行っ
た（計1回）。

美しいふるさと
づくり推進事業

◆ ◆ 継続

○教科学習や総合的な学習の時間での「丹
後学」を中心に、水、ごみ問題等の身近な環
境について課題解決的な学習を行うなど、
各学校が計画的に環境教育に取り組んだ。
（新型コロナウイルス感染症の影響により規
模縮小）

○山や川、海等の身近な自然に触れる体験
活動や農業、漁業、青少年海洋センター等
での体験学習を発達段階に応じて計画的に
実施した。また、ソーラーパネル設置校は、
太陽光発電等の価値･関心ともなりうる。
（新型コロナウイルス感染症の影響により規
模縮小）

各保育所・こども園において、園内菜園での
野菜の栽培、花壇で花卉の栽培や、園外に
おいて果物や農作物などの収穫体験、昆虫
などの小動物や水生生物の飼育により環境
学習や情操教育に取り組んだ。
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（R5）

2024
（R6）

2025
（R7）

1 Ⅰ (1) (2) (3) ③ 14 15
紅葉のブナ
林観察会

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆
大宮町五十河地内及びブナハウス周辺で
のブナ林観察会を10月31日に実施。小学生
から大人まで41人が参加。

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

2 Ⅰ (1) (2) (3) ③ 14 15
森林環境保
全学習

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆
10月7日、大宮南小学校5年生を対象に、大
宮町の内山ブナ林を教材とした森林環境保
全学習を実施。（生徒数：13人）

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ 継続

3 Ⅰ (1) (2) (3) ③ 14 15
自然環境保
全学習

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆
10月18日、大宮中学校1年生に京丹後の豊
かな自然を通して学ぶ自然環境保全学習を
実施。（生徒数：90人）

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ 継続

4 Ⅰ (2) (4) ① 15
地域の生物
多様性の保
全

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆

特定外来生物オオキンケイギクの駆除方法
などを市の広報誌やホームページへ掲載す
るとともに、各庁舎にチラシを配架することで
市民への周知・啓発を行った。また、市内群
生地や公共施設敷地内において、市職員に
よる駆除も行った。

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

5 Ⅰ (1) (3) (12) ① ③ 14
美しいふるさ
とづくりの推
進

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

京丹後市美しいふるさとづくり条例及び環境
共生自主計画に基づき、「琴引浜」を環境共
生活動推進地域及び特別保護区域に更新
指定（R5.3.31まで）。これに伴う指定告示看
板の指定期日の書換えを実施。昨年度に続
き、新型コロナ感染症対策として計画に基づ
く事業（禁止行為パトロール、はだしのコン
サート）は中止となったことから、同事業への
支援は行わなかった。

美しいふるさと
づくり推進事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

6 Ⅰ (5) ① 3 11
公害防止対
策

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆

悪臭未然防止の除草、河川水質検査、自動
車騒音常時監視面的評価業務を実施。
苦情件数：野焼き6件／騒音・振動・悪臭2件
／水質・大気汚染等5件

公害対策事業 ◆ ◆ ◆ ◆ 継続

7 Ⅰ (1) (2) (6) ② ⑰ 15

京丹後市生
物多様性を
育む農業推
進事業

農林水産部
農業振興課

- ◆
国制度に基づき、環境保全型農業に取り組
む19団体の農業者グループに交付金を支
払った。

環境保全型農
業直接支払交
付金事業

◆ ◆ ◆ 継続

8 Ⅰ (1) (2) (6) ② ⑰ 11 15

京丹後市生
物多様性を
育む農業推
進事業

農林水産部
農業振興課

京丹後市生物
多様性を育む
農業推進計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

令和2年度に策定した京丹後市生物多様性
を育む農業推進計画（3期）に基づき、生産・
流通・消費分野における生物多様性を育む
農業の普及・推進を行った。

- ◆ ◆ ◆ 継続

【令和
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9 Ⅰ (1) (3) ③ 11 12
元気な農村
地域づくり事
業

農林水産部
農業振興課

- ◆ ◆ ◆
本事業を活用し、市内の農山漁村コミュニ
ティ組織2団体が、ワークショップやセミナー
等を実施し地域ビジョン策定に取り組んだ。

農村型小規模
多機能自治推
進事業

◆ ◆ ◆ 廃止予定

10 Ⅰ (1) ② ⑰ 13
経営耕地面
積（特別栽培
米）の状況

農林水産部
農業振興課

京丹後市生物
多様性を育む
農業推進計画

◆ ◆
○特別栽培米の取組面積の推移
553ｈａ（R元末）←476ｈａ（Ｈ28末）

「京の米」生産
イノベーション
事業

◆ ◆ ◆ 継続

11 Ⅰ (12) ㉒ 13
農業関連施
設管理運営
事業

農林水産部
農業振興課

－ ◆ ◆

○コロナ禍でクラインガルテン使用者と地元
住民の交流会は中止となったが、個人間交
流は行われ、小規模ながらも地域間交流が
図れた。

クラインガルテ
ン管理運営事
業

◆ ◆ ◆ 継続

12 Ⅰ (1) ① 15
松くい虫防除
事業

農林水産部
農林整備課

森林整備計画
○被害木調査746本
○伐倒･樹幹注入防除930本
○ヘリ散布防除14ha

松くい虫防除事
業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

13 Ⅰ (1) (2) (3) ② 15
森林整備事
業

農林水産部
農林整備課

森林整備計画 ◆ ◆ ◆
○間伐2ha
○搬出83㎥

森林整備事業 ◆ ◆ ◆ 継続

14 Ⅰ (1) (2) (3) ② 15
森林環境整
備事業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆ ◆
○搬出120㎥
○作業道整備360ｍ

森林環境整備
事業

◆ 新規

15 Ⅰ (3) ② 2 8 9 12
女布地区ほ
場整備事業

農林水産部
農林整備課

－ ◆

○久美浜町女布地区の区画整理に伴う換
地を実施。
全体計画
事業期間　H26年度～R4年度
事業内容　地区面積26.9ha
                区画整理21.8ha

府営農業競争
力強化基盤整
備事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

16 Ⅰ (3) ② 2 8 9 12
上宇川地区
ほ場整備事
業

農林水産部
農林整備課

－ ◆

○丹後町上宇川地区の区画整理A=5.1haを
実施。
全体計画
事業期間　H29年度～R5年度
事業内容　地区面積45.9ha
                区画整理38.4ha

府営農業競争
力強化基盤整
備事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続
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17 Ⅰ (3) ② 2 8 9 12
平田・三分地
区ほ場整備
事業

農林水産部
農林整備課

－ ◆

○久美浜町平田・三分地区の区画整理
A=17.8haを実施。
全体計画
事業期間　R2年度～R7年度
事業内容　地区面積39.7ha
                区画整理33.5ha

府営農業競争
力強化基盤整
備事業

◆ ◆ 継続

18 Ⅰ (4) ① 15
有害鳥獣対
策事業

農林水産部
農林整備課

－

○特定外来生物の捕獲を行う。
○捕獲数
ヌートリア　39頭
アライグマ　21頭

有害鳥獣対策
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

19 Ⅰ (4) ① 15
有害鳥獣対
策事業

農林水産部
農林整備課

鳥獣被害防止
計画

◆ ◆ ◆

○農業被害の更なる減少に向けて捕獲・防
除対策に取り組む。
○被害額
H22ピーク時の5分の1
○捕獲数
イノシシ　1,348頭、シカ　3,383頭、サル　31
頭、小動物　251頭、鳥類　340羽

有害鳥獣対策
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

20 Ⅰ (3) ③ ⑰ 8 遊漁体験
農林水産部
海業水産課

京丹後市海業
推進事業計画

◆
網野町掛津で一日漁師体験を実施。利用者
数1,245人

海業推進事業
費

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

21 Ⅰ (3) ③ ⑰ 8
マリンレ
ジャー

農林水産部
海業水産課

京丹後市海業
推進事業計画

◆

久美浜町蒲井でシーカヤック・ＳＵＰ等を実
施。利用者548人
R２年から網野町三津でシーカヤック体験を
実施。利用者237人
また、丹後町竹野で海上タクシーを実施。利
用者145人

海業推進事業
費

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

22 Ⅰ (1) (3) ① ③ ⑰ 6 8
河川種苗放
流

農林水産部
海業水産課

◆

河川等の水産動植物の増殖・確保を目的に
野間川にアユ40,400尾、ウナギ800尾、マス
類5,000尾、宇川にアユ16,000尾、離湖にウ
ナギ500尾、フナ750尾を放流
また、約143人の方が釣り等の自然に親しむ
レジャーを体験した。

内水面漁業振
興支援事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

23 Ⅰ (1) ① 14 種苗放流
農林水産部
海業水産課

◆
水産資源の増殖・確保を目的にサザエ
52,200個、アワビ24,900個を放流した。

漁業振興支援
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

24 Ⅰ (3) ③ 8
地域水産物
販路拡大支
援事業

農林水産部
海業水産課

◆

地域水産物の消費拡大や付加価値の向上
を目的として、「アカモク」の加工品製造にか
かる経費の一部を補助し、また、「活イカ」流
通期間の拡大のため、漁船へのポンプ設置
費用の一部を補助した。

海業推進事業
費

◆ 新規
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25 Ⅰ (3) ③ 8
海業振興事
業

農林水産部
海業水産課

京丹後市海業
推進事業計画

◆
網野町三津でのシーカヤックの取組につい
て、利用者の利便性向上及び利用者の増大
を目的とした、活動拠点の整備を支援した。

海業推進事業
費

◆ 新規

26 Ⅰ (1) ① 14
密漁防止等
啓発看板設
置工事

農林水産部
海業水産課

◆

改正漁業法の施行（R2.12）により密漁の罰
則が強化されたことから府漁協等と連携し、
密漁防止啓発看板を市内３箇所（丹後2箇
所、網野１箇所）に設置した。

水産総務一般
経費

◆ ◆ 継続

27 Ⅰ (1) ① 14
久美浜港湾
清掃委託業
務

建設部管理
課

第2期環境基
本計画

◆
久美浜港湾内の７集落に海岸清掃作業を委
託

海岸漂着物対
策推進事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

28 Ⅰ (1) ① 14
海岸漂着物
対策推進事
業

建設部管理
課

第2期環境基
本計画

◆ 市内４集落に海岸清掃作業を委託
港湾総務一般
経費

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

29 Ⅰ (1) ① 3
八丁浜ｼｰｻｲ
ﾄﾞﾊﾟｰｸ指定
管理委託

建設部都市
計画・建築住
宅課

京丹後市都市
計画マスタープ
ラン

◆ ◆ ◆
○指定管理者による八丁浜SPの維持管理
を行い、海とふれあえる場として市民や観光
客に提供している（利用者実績：23,615人）

都市公園等維
持整備事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

30 Ⅰ (3) ② 8 9
新シルク産
業創造事業

商工観光部
商工振興課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆ ◆

新シルク産業創造館で確立された無菌周年
養蚕の手法を活用した新たな産業の創出・
事業化を図るため、民間事業者に運営業務
を委託した。

新シルク産業
創造事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

31 Ⅰ (1) (3) ③ ⑰ 8 14 15
“旬”でもてな
す食の観光
推進

商工観光部
観光振興課

第3次観光振
興計画

◆ ◆ ◆

市の強みである“食の魅力”に磨きをかけ、
質の高い「食文化」と「もてなし」を観光客等
に提供し、豊富で多彩な「旬の食を活かした
滞在型観光（フードツーリズム）」推進による
地域雇用と経済の活性化を図った。
○Rico Labo（料理人や生産者が集い交流・
研究を行う場）開催
○京丹後ガストロノミカ（料理人や生産者が
集う学会、交流会、たんちょすバル）開催
○フードトレイル創造事業(ＦＭや媒体等を通
じて、フルーツトレイルの認知度向上を図っ
た。）

“旬”でもてなす
食の観光推進
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続



第2期京丹後市環境基本計画　関連施策・事業実施状況調書 3 年度実績】

市民
事業
者

団
体・
NPO
等

自治
会

学校
その
他

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）

2024
（R6）

2025
（R7）

【令和

No

施策体系

②事業の
名称

③事業の
所管

④事業関連
の市個別計画

・方針等

⑧予算科目の
細事業名称

⑨事業の実施年度

⑩事業実施の方向性等
※「継続」、「廃止」又は新規

の中から選択記載。基本
方針

環境ターゲット
※複数選択可

重点施策
※複数選択可

SDGs協調項目
※複数選択可

⑤事業の実施主体
※連携・協働先、参加者含む

⑥事業の内容・成果等
※可能な範囲で定量的に記載

32 Ⅰ (1) (3) ③ ⑰ 8 14 15
ユネスコ世
界ジオパー
クの推進

商工観光部
観光振興課

第3次観光振
興計画

◆ ◆

山陰海岸ユネスコ世界ジオパークの貴重な
地質遺産の保護・保全、教育や産業振興へ
の活用を図った。またガイド養成による魅力
発信も行った。
○ジオパーク市情報センター維持管理、ジ
オサイト保全管理
○普及啓発
○ガイド養成講座実施（1回／16人参加）

ユネスコ世界ジ
オパークの推
進事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

33 Ⅰ ③ ⑰ 8 14 15
日本一の砂
浜海岸づくり
推進

商工観光部
観光振興課

第3次観光振
興計画

◆ ◆ ◆

美しい砂浜海岸を保全し、年中にぎわう日
本一の砂浜海岸づくりを推進した。
○海水浴場清掃美化（地元区等による海岸
漂着物回収を支援：10カ所）
○ビーチ一斉クリーン作戦（荒天中止）

日本一の砂浜
海岸づくり推進
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

34 Ⅰ (1) (3) ③ ⑰ 8 14 15
自然公園管
理

商工観光部
観光振興課

第3次観光振
興計画

◆

府より管理委託を受けた国立公園及び国定
公園区域内の公園施設の適正な維持管理
を地元区に委託し、環境保全及び活用の促
進を図った（16カ所）

自然公園管理
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

35 Ⅰ (1) (3) ③ ⑰ 8 14 15
海岸漂着物
対策

商工観光部
観光振興課

第3次観光振
興計画

◆ ◆ ◆

【再掲：生活環境課】
市内16海岸において、地元区等へ海岸清掃
を委託し、海岸漂着物の回収・処理を実施
（処理量：262,180㎏㎏）。

海岸漂着物対
策推進事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

36 Ⅰ (1) (3) ③ 14 15
環境学習
「たんご ふる
さと探検隊」

教育委員会
事務局生涯
学習課

7/31 大宮町五十河地内で実施。市内小学
生10人が参加。内山ブナ林を山頂まで歩
き、ブナ林を通して自然環境について学習し
た。

地域公民館管
理運営事業

◆ ◆ ◆

継続

※ 令和２年度は、コロナ禍の
ため中止した

37 Ⅰ (1) ③ 14 15

高齢者大学
網野学園
山野草ウ
オーキング
講座

教育委員会
事務局生涯
学習課

6月～12月の年6回、市内各地の里山、海岸
において実施。季節ごとに自生する野草や
海岸植物、観察におけるルールについて学
習した。絶滅危惧種・準絶滅危惧種といった
貴重な植物や、有害・外来植物も見られた。
【本講座受講生：29人】

高齢者教育事
業

◆ ◆
継続

38 Ⅰ (1) ③ 14 15
ジオ山野草
ウォーキング

教育委員会
事務局生涯
学習課

１０月に合計３回、山陰海岸ジオパークを
フィールドにして、ウォーキングしながら健康
づくりとジオパーク及び山野草等について楽
しく学んだ。【参加者延べ48人】

地域公民館管
理運営事業

◆ ◆ ◆ 継続
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39 Ⅰ (1) (2) ① ③ 14 15
琴引浜鳴き
砂文化館の
管理運営

教育委員会
事務局文化
財保護課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆

琴引浜の鳴き砂の美しい自然環境を普及啓
発するために、掛津区を指定管理者とする
琴引浜鳴き砂文化館の管理運営を行った。
年間入館者数6,433人。

資料館等指定
管理運営事業

◆ ◆ ◆ ◆
継続
展示リニューアル、設備更
新、施設改修が課題

40 Ⅰ (1) (2) ① 15

コウノトリの
モニタリン
グ、足環装
着

教育委員会
事務局文化
財保護課

市内で営巣しているコウノトリの個体識別の
ための足環装着と、装着時期特定のための
モニタリング調査を実施した。
モニタリング対象：3ヶ所

指定文化財等
管理事業

◆ ◆ ◆ ◆
継続
モニタリング人員の確保等が
課題

41 Ⅱ (6) ④ 13
長時間労働
者の割合の
縮減

市長公室人
事課

京丹後市総合
計画

長時間労働者（年間360時間以上の時間外
勤務者）の割合の縮減に努める。
令和３年度実績：１６．０％

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

42 Ⅱ (7) ⑥ 13
自主防災組
織補助金

総務部総務
課

京丹後市地域
防災計画

◆
自主防災組織が防災資機材を購入する費
用に対し、補助金を交付する。補助金交付
実績：25団体

災害対策一般
経費

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

43 Ⅱ (7) ⑥ 13
地域防災
リーダー研
修会

総務部総務
課

京丹後市地域
防災計画

◆ ◆

講演
①「地域防災の取り組みと活動」講師：大内
幸子氏　（仙台市地域防災リーダー）
②「水害等避難行動タイムラインの作成につ
いて」 講師：飯澤吉郎氏　（防災士）
現地参加者：83人
オンライン参加者：14人

災害対策一般
経費

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

44 Ⅱ (7) ⑥ 13
避難所運営
訓練等支援
事業

総務部総務
課

京丹後市地域
防災計画

◆ ◆

水害等避難行動タイムラインを作成している
地区等がタイムラインを活用し避難所運営
訓練を行った場合に、その訓練に必要な経
費に対して、補助金を交付する。
実績：2団体

災害対策一般
経費

◆

45 Ⅱ (6) ⑥ 9

京丹後市建
設工事指名
業者の格付
けにおける
主観点数基
準

総務部入札
契約課

- ◆

「京丹後市建設工事指名業者の格付けにお
ける主観点数基準」に基づき主観点数に加
点（京丹後市内の本店においてISO14001又
は特定非営利活動法人KES環境機構の定
めたKESの認証を取得している場合）

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

46 Ⅱ (6) (15) ⑦ ⑳ ㉑ 4 12 13
地球温暖化
防止学習

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆

小学4年生が峰山クリーンセンターを見学す
る際に、地球温暖化の現状や対策、再生可
能エネルギーについて知ってもらうための環
境学習を実施（実施実績：8校、計151人）。

地球温暖化防
止対策事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続
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47 Ⅱ (6) (7) (11) (12) ⑤ ⑦ ⑮ ⑰ 7 11 13 15
市脱炭素
ロードマップ
策定事業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

2050年ゼロカーボンシティの実現に向けて、
市の方向性、脱炭素シナリオ、取組例及び
再エネ導入の検討に向けたポテンシャル調
査等を実施した。

地球温暖化防
止対策事業

◆ 新規

48 Ⅱ (6) (7) (12) ⑤ ⑦ ⑰ 11 13 17

地球温暖化
防止普及啓
発事業（市民
対象）

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆ ◆

市民を対象に、緑のカーテン普及啓発事業
（参加者数：12人）、脱炭素ライフスタイルセ
ミナー（参加者数：8人）を実施すしたことで、
脱炭素社会に向けた意識啓発を行った。

地球温暖化防
止対策事業

◆ 新規

49 Ⅱ (6) (7) (12) ⑤ ⑦ ⑰ 11 13 17

地球温暖化
防止普及啓
発事業（市民
対象）

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆ ◆

団体や事業者を対象に、脱炭素経営セミ
ナーを実施し、脱炭素経営の必要性と、先
行事例の紹介を行うことで、団体や事業所
活動における脱炭素化の促進を図った。（参
加団体・事業所数：9）

地球温暖化防
止対策事業

◆ 新規

50 Ⅱ (6) (7) (12) ⑤ ⑦ ⑰ 11 13 17

地球温暖化
防止普及啓
発事業（市民
対象）

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆ ◆

団体や事業者を対象に、脱炭素経営セミ
ナーを実施し、脱炭素経営の必要性と、先
行事例の紹介を行うことで、団体や事業所
活動における脱炭素化の促進を図った。（参
加団体・事業所数：9）

地球温暖化防
止対策事業

◆ 新規

51 Ⅱ (6) (8) (11) (12) ⑦ ⑧ ㉑ 4 12 13 17

地球温暖化
防止普及啓
発事業（市民
対象）

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆ ◆ ◆

SDGs未来都市（R3.5選定）＆ゼロカーボン
シティ推進フェアin京丹後を丹後王国「食の
みやこ」で開催。当日は約200人が来場する
中、ユニバーサルデザインのまちづくりを
テーマにしたトークイベント、ZEROカーボン
クイズ大会、高校生や事業者による取組事
例やアイデアの発表、SDGｓ・脱炭素関連製
品の展示販売等を行った。

地球温暖化防
止対策事業

◆ 新規

52 Ⅱ (6) (15) ⑦ ⑳ ㉑ 4 12 13

地球温暖化
防止普及啓
発事業（子ど
も対象）

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆

府地球温暖化防止活動推進センター協力の
もと、小学生（4～6年生）を対象とした温暖
化学習（講話・工作教室）を実施（参加者25
人）。

地球温暖化防
止対策事業

◆ ◆ ◆ 継続
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53 Ⅱ (6) (11) (12) (15) ⑦ ⑯ ⑰ ㉑ 7 11 13 17

地球温暖化
防止普及啓
発事業（市
民・事業者対
象）

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆ ◆ ◆

高校生以上の市民や事業者を対象とした環
境（ゼロカーボン推進）リーダー養成講座（全
5回）を実施し、延べ66人が参加。講座内容
は、脱炭素の基礎から始まり、再エネの必
要性や導入のあり方、事業所の脱炭素経
営、住宅や暮らしでの脱炭素の取組み、最
後に、脱炭素に向けた未来の京丹後を語る
交流会で構成。本養成講座は、H28からH30
まで実施していたもので、R３を含むリーダー
認定者数は、33人となる。

地球温暖化防
止対策事業

◆ ◆ 継続

54 Ⅱ (6) (8) (11) (14) ⑦ ⑧ ⑳ ㉑ 7 11 13 17

地球温暖化
防止普及啓
発事業（市
民・団体・事
業者対象）

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆ ◆ ◆

市民、企業・団体等の皆さんが、脱炭素を遠
い未来の他人事ではなく身近な自分事とし
てとらえ、今できること、また今後していきた
いことを「ZERO（ゼロ）カーボン・チャレンジ
宣言（ZEROチャレ）」として募集。R3年度末
の宣言状況は、企業・団体12件、個人92人
となっている。

地球温暖化防
止対策事業

◆ 新規

55 Ⅱ (6) ④ ⑤ ⑦ 7 11 13
環境マネジメ
ントシステム
の導入・推進

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編／地球温
暖化対策実行
計画事務事業
編

◆

環境配慮事業所としての模範を市民・事業
者へ示すため、環境マネジメントシステム
（KES）認証を取得（R2.3.31）。庁内での環境
改善活動の強化、並びに職員意識の向上を
図る取組みを行った。

地球温暖化防
止対策事業

◆ ◆ ◆ 継続

56 Ⅱ (6) ⑤ 7 11 13

電気自動車
充電ステー
ション管理事
業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編／地球温
暖化対策実行
計画事務事業
編

◆ ◆

市内７ヵ所に設置している電気自動車充電
ステーションの維持管理を行うことで、電気
自動車の普及、並びに利便性向上を図っ
た。

利活用推進プ
ラットフォーム
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

57 Ⅱ (6) (7) ⑤ 7 11 13

避難所施設
緊急時電力
確保促進事
業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編／地球温
暖化対策実行
計画事務事業
編

◆ ◆

避難所指定されている6カ所（旧町1カ所ず
つ）の学校施設に設置してある太陽光発電
と蓄電池設備の維持管理を行うことで、再生
可能エネルギーの普及促進、環境学習、並
びに災害時の非常用電源確保を図った。

利活用推進プ
ラットフォーム
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

58 Ⅱ (6) (7) (11) ⑤ ⑮ 7 11 13
低炭素・資源
循環促進支
援補助金

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆

市内に住む個人・事業者を対象とした、再エ
ネ利用システム（太陽光発電・蓄電池・木質
燃料・生ごみ処理機）の設置に対する支援を
実施（申請件数17件：太陽光発電5件、蓄電
池3件、生ごみ処理機1件、木質ストーブ1
件、太陽光・蓄電池セット導入7件）。

利活用推進プ
ラットフォーム
事業

◆ ◆ ◆ 継続
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59 Ⅱ (6) ⑤ 7 11 13
市民太陽光
発電所事業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編

◆ ◆

ＦＩＴ法に基づく太陽光発電事業を実施し、市
内における再生可能エネルギーの推進を
図った。
施設数：4ヵ所（発電規模：1,090kW）
年間発電量：1,159,528kWh
売電収益：45,519千円

■市民太陽光
発電所事業特
別会計

◆ ◆ 継続

60 Ⅱ (7) ④ ⑥ 4 13
中学校特別
教室空調化
事業

教育委員会
事務局教育
総務課

京丹後市教育
振興計画/京
丹後市学校施
設の長寿命化
計画

「新しい生活様式」を踏まえ、健やかに学
習、生活できる環境整備を進めるため、6中
学校の特別教室空調化工事（24室）を実施
することができた。

中学校施設改
修事業

◆ 新規

61 Ⅱ (7) ⑦ 3
健康づくり推
進員活動

健康長寿福
祉部健康推
進課

第２次京丹後
市健康増進計
画

◆
６月２１日に健康づくり推進員研修会におい
て熱中症予防の注意喚起。
３９人参加。

◆ 継続

62 Ⅱ (7) ⑦ 3
出前講座
健康教育

健康長寿福
祉部健康推
進課

第２次京丹後
市健康増進計
画

◆
６月～９月に行う出前講座や健康教育の機
会に熱中症予防の啓発を実施。
６月～９月の期間に２回実施、２１人参加。

◆ 継続

63 Ⅱ (7) ⑦ 3 広報
健康長寿福
祉部健康推
進課

第２次京丹後
市健康増進計
画

◆

以下の機会に熱中症予防について注意喚
起
・広報京丹後　7月号
・広報お知らせ版　8/10号掲載
・防災行政無線　7/12、8/5放送
・久美浜有線　7月放送

◆ 継続

64 Ⅱ (6) ⑥ 11
内水処理対
策事業

建設部土木
課

公共下水道浸
水対策事業

・小栓川雨水幹線整備工事
内水処理対策
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

65 Ⅲ (1) (8) (12) ⑧ 12 14 15
水をつなぐク
リーン大作
戦

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆ ◆
毎年行っている市内の道路・河川・海岸周辺
等での市内一斉清掃活動を9月26日に実施
（参加者数：約70人）。

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

66 Ⅲ (5) (8) ⑧ 11 14
不法投棄対
策事業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆

不法投棄の通報等を受け、回収を実施（36
件）。不法投棄の発生抑制を目的に、区に
不法投棄防止用看板を配布（20枚）。また、
不法投棄された家電４品目の処分も行っ
た。

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ 継続
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67 Ⅲ (8) (9) ⑧ 12 14
海岸漂着物
の発生抑制・
処理事業

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）

◆ ◆ ◆ ◆
市内17海岸において、地元区等へ海岸清掃
を委託し、海岸漂着物の回収・処理を実施
（処理量：262,180㎏）。

海岸漂着物対
策推進事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

68 Ⅲ (8) ⑧ 12 14
海岸漂着物
の発生抑制
事業

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

海岸ごみ拾いイベント「拾ってつなぐ丹後の
海」を峰山、大宮、網野、丹後、久美浜の各
中学校の1又は2年生（410人）を対象に実施
した。

海岸漂着物発
生抑制事業

◆ ◆ 継続

69 Ⅲ (1) (8) (12) ③ ⑧ 12 14
海岸漂着物
の発生抑制
事業

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）

◆ ◆
2月26日、琴引浜鳴き砂文化館で海ごみ問
題についての講話と琴引浜の貝殻等を使っ
たクラフト体験を実施。（参加者数：5人）

海岸漂着物発
生抑制事業

◆ 新規

70 Ⅲ (8) ⑧ 12 14

海岸漂着物
の発生抑
制、環境保
全意識啓発
事業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
エコバッグを作成し、環境イベント等の参加
者に配布を行った。

海岸漂着物発
生抑制事業

◆ ◆ ◆ 継続

71 Ⅲ (8) ⑧ 12 14
海岸漂着物
の発生抑制
事業

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
市役所本庁舎で海ごみの啓発展示を行い、
市民の意識啓発を図った。

海岸漂着物発
生抑制事業

◆ ◆ ◆ 継続

72 Ⅲ (8) (9) (10) ⑧ ⑬ 8 13
廃棄物減量
等推進審議
会の開催

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）

◆ ◆ ◆ ◆

一般廃棄物減量の取り組み（食品ロスの削
減、海岸漂着物発生抑制事業、広報・啓発
事業）、新最終処分場整備の経過・スケ
ジュールを報告等

清掃総務一般
経費

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

73 Ⅲ (11) (8) ⑧ ⑭ 12 15 4Ｒ推進事業
市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆

食品ロスの削減推進・普及啓発事業を実施
した。
・食品ロス削減卓上ポップ作成（1,000枚）し、
飲食店に配布。
・食品ロス講演会（講師：福田かずみ氏）の
実施。日程：令和3年10月23日（土）
場所：アグリセンター大宮　参加者：40人

4Ｒ推進事業 ◆ ◆ 継続

74 Ⅲ (8) ⑧ 3 12 14
家庭ごみの
収集・運搬

市民環境部
生活環境課

京丹後市一般
廃棄物処理基
本計画（第二
次）／令和２年
度一般廃棄物
処理実施計画
／循環型社会
形成推進地域
計画／分別収
集計画

◆ ◆ ◆

家庭ごみのステーション収集・運搬の実施、
指定ごみ袋の作成・販売、収集カレンダーを
作成し、ごみの分別、減量及びリサイクルの
推進を図った。

家庭ごみ収集
運搬事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続
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75 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑫ 3 12
ごみ処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
峰山クリーンセ
ンター管理運
営事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

76 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑫ 3 12
ごみ処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
峰山最終処分
場管理運営事
業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

77 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑫ 3 12
ごみ処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
大宮最終処分
場管理運営事
業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

78 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑫ 3 12
ごみ処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
網野最終処分
場管理運営事
業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

79 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑫ 3 12
ごみ処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
久美浜最終処
分場管理運営
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

80 Ⅲ (9) ⑧ ⑨ ⑪ ⑫ 3 12
新最終処分
場整備事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／循
環型社会形成
推進地域計画

◆
新最終処分場の整備に向け、地質調査や
環境影響調査、基本設計を行った

最終処分場整
備事業

◆ ◆ ◆ 継続

81 Ⅲ (8) ⑧ 3 12 14
有害ごみの
適正処理

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆
有害ごみ（使用済み乾電池、蛍光管等）の
適正処理及び再資源化を行った。

有害ごみ処理
事業

◆ ◆ ◆ 継続

市内発生の可燃ごみ、資源ごみ、不燃ご
み、不燃性粗大ごみ、焼却残さを適正に処
理するため、焼却及び最終処分を行う施設
の維持管理を適正に実施し、安定かつ安全
な施設の稼働確保を図った（焼却施設：1／
最終処分場：4）。
また、市内小学校（8校）や市民を対象とした
見学会を実施し、ゴミ減量意識の啓発にも
取り組んだ。
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82 Ⅲ (10) ⑬ 3 6 14
し尿処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課
（衛生セン
ター）

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆ し尿収集事業 ◆ ◆ 継続

83 Ⅲ (10) ⑬ 3 6 14
し尿処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課
（衛生セン
ター）

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆
網野衛生セン
ター管理運営
事業

◆ ◆ 継続

84 Ⅲ (10) ⑬ 3 6 14
し尿処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課
（衛生セン
ター）

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆
竹野川衛生セ
ンター管理運
営事業

◆ ◆ 継続

85 Ⅲ (10) ⑬ 3 6 14
し尿処理施
設管理運営
事業

市民環境部
生活環境課
（衛生セン
ター）

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

◆
久美浜衛生セ
ンター管理運
営事業

◆ ◆ 継続

86 Ⅲ (10) ⑬ 3 6 14
し尿処理施
設整備事業

市民環境部
生活環境課
（衛生セン
ター）

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）

施設の老朽化が進む中、し尿処理施設整備
基本構想策定業務により作成した適正処理
を図るための施設整備方針を踏まえた検討
を行った。

し尿処理一般
経費

◆ ◆ ◆

87 Ⅲ (10) ⑬ 6 14 下水道
上下水道部
経営企画整
備課

京丹後市水洗
化計画

◆ ◆
集合処理・個別処理における水洗化の推進
（供用区域の拡大）

下水道事業 ◆ ◆ ◆ ◆ 継続

88 Ⅲ (10) ⑬ 6 14 下水道
上下水道部
経営企画整
備課

京丹後市水洗
化計画

◆ ◆
集合処理・個別処理における水洗化の推進
（供用区域の拡大）

浄化槽設置整
備事業、水洗
化推進支援事
業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

89 Ⅲ (10) ⑬ 6
管渠布設事
業

上下水道部
施設管理課

京丹後市水洗
化計画

【普及率】
　○下水道：84.8%
　　公共下水：80.5%
　　特定環境保全：98.1%
　○集落排水：100%
【接続率】
　○下水道：63.1%
　　公共下水：60.4%
　　特定環境保全：69.9%
　〇集落排水：88.9%

■公共下水道
事業特別会計
○公共下水道
事業
○特定環境保
全公共下水道
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

し尿収集・運搬の実施及び計画収集による
効率化を図るとともに、適正な施設管理によ
る安定稼働の確保を図った（処理施設：3）。
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90 Ⅳ (6) (11) ⑤ ⑮ ⑯ 7 13
旧エコエネル
ギーセンター
利活用推進

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画／地球
温暖化対策実
行計画区域施
策編／地球温
暖化対策実行
計画事務事業
編

◆
施設の維持管理及び不動産鑑定評価業務
を実施。施設の利活用検討。

資源循環推進
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

91 Ⅳ (11) (8) ⑧ ⑭ 12 15 4Ｒ推進事業
市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

古紙回収登録団体に対して、古紙回収量に
応じた補助金を交付。
（申請団体：48団体、申請件数：190件、回収
量：1,879ｔ）
雑がみ分別の推進に向けた出前講座を実
施した。

4Ｒ推進事業 ◆ ◆ ◆
継続（啓発広報を中心に４Ｒ
の推進を図る）

92 Ⅳ (11) (5) (8) ⑭ 12
小型家電リ
サイクル推
進事業

市民環境部
生活環境課

一般廃棄物処
理基本計画
（第二次）／令
和元年度一般
廃棄物処理実
施計画／循環
型社会形成推
進地域計画／
分別収集計画

◆

使用済み小型家電の再資源化を促すため
に市内17か所に、回収ＢＯＸを設置。市民か
ら無料で引き取りを実施し、認定業者への
引き渡しを行った（138ｔ）。

小型家電リサ
イクル推進事
業

◆ ◆ ◆ 継続

93 Ⅳ (11) ⑯ 8 11 12
豊かな森を
育てる事業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆ ◆ ◆

○木工教室1回
○森林作業道整備1路線
○森林整備工事（下刈り1.3ha、歩道整備
220ｍ、モミジ植栽5本）
○松くい虫被害木の緊急伐倒駆除1,274本

豊かな森を育
てる事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

94 Ⅳ (11) ⑯ 8 11 12
森林資源の
循環利用促
進

農林水産部
農林整備課

◆ ◆ ◆ ◆
○木の駅プロジェクトの運営（搬出量200ｔ）
○チップボイラー現状調査調整1機
○森林環境学習補助2件

森林環境整備
事業

◆ 新規

95 Ⅴ (13) ⑱ 9 11 7
公共交通等
の利用促進

市長公室政
策企画課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
丹海バス利用者
（R2）355,940人→（R3）362,174人

地方バス路線
運行維持対策
事業

◆ ◆ ◆ ◆

継続
（課題）
・運転士不足
・国庫補助路線の維持
・持続可能な公共交通網の
検討

96 Ⅴ (13) ⑱ 9 11 7
公共交通等
の利用促進

市長公室政
策企画課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
市営バス利用者（スクール混乗路線含む）
（R2）19,709人→（R3）17,536人

市営バス運行
事業

◆ ◆ ◆ ◆

継続
（課題）
・持続可能な公共交通網の
検討

97 Ⅴ (13) ⑱ 9 11 7
公共交通等
の利用促進

市長公室政
策企画課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

京都丹後鉄道市内駅利用者
 （R2）255,960人→（R3）260,233人
高齢者片道200円レール利用者
 （R2）10,286人→（R3）10,395人

京都丹後鉄道
利用促進対策
事業

◆ ◆ ◆ ◆

継続
（課題）
・施設等の老朽化による継続
した支援
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98 Ⅴ (14) ⑲ 11

持続可能な
地域づくり・
組織づくりの
推進

市長公室地
域コミュニ
ティ推進課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆
新たな地域コミュニティ組織づくり取組地域
数
（R2）0地域→（R3）6地域

地域づくり支援
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

99 Ⅴ (13) ⑱ 9 11 7
公共交通等
の利用促進

市民環境部
市民課

第2次京丹後
市総合計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
高齢者等運転免許証自主返納支援者（R2）
117人→（R3）176人

交通安全活動
経費

◆ ◆ ◆ ◆
継続
R3年度より政策企画課から
市民課へ所管替え

100 Ⅴ (13) ⑱
LED防犯灯
設置事業

市民環境部
市民課

地区要望により、LED防犯灯が必要な箇所
にエネルギー効率と耐久性に優れたLED防
犯灯２灯を市が設置。

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

101 Ⅴ (13) ⑱
LED防犯灯
設置費補助
金

市民環境部
市民課

◆

地区要望により、LED防犯灯が必要な箇所
にエネルギー効率と耐久性に優れたLED防
犯灯１９灯を区が設置し、それに対し市が補
助金を交付。

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

102 Ⅴ (13) ⑱
京丹後市
LED街路灯
等導入事業

市民環境部
市民課

◆

市設置の防犯灯等（1,844灯）について、平
成25年度に環境省の補助事業を活用して事
業者がLED化。その後、事業者が10年間管
理を行い、市はリース料を支払う契約を締
結。

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

103 Ⅴ (12) (15) (7) ⑰ 11 13 17
丹後の豊か
な環境づくり
推進会議

市民環境部
生活環境課

第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆

丹後地区２市２町広域連携組織。
「地産地消」をテーマに、11月21日、宮津マ
リンピアで親子エコ体験ツアーを実施（参加
者19人）。
3月26日、丹後環境シンポジウムを与謝野
町知遊館で実施（参加者50人）。

自然環境保全
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

104 Ⅴ (12) (15) ⑰ ㉑ 8 11
林業労働者
支援事業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆
○共済事業補助12人
○緑の担い手育成1事業所

林業総務一般
経費

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

105 Ⅴ (12) (13) (15) ⑰ ⑱ ⑲ 11
治山・林道適
正管理事業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆ ◆ 危険木伐採1か所
治山・適正管理
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

106 Ⅴ (12) (13) (15) ⑰ ⑱ ⑲ 11
防災減災事
業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆ ◆
○危険木伐採5か所
○里山林整備11か所

森林環境整備
事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続
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107 Ⅴ (12) (13) (15) ⑰ ⑱ ⑲ 11
治山・林道適
正管理事業

農林水産部
農林整備課

◆ ◆ ◆
直轄林道維持管理（4路線）
小規模林道整備支援（5路線）
直轄林道長寿命化工事（1路線）

林道等整備事
業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

108 Ⅴ (12) ⑰ 11
市行造林事
業

農林水産部
農林整備課

森林整備計画 ◆ ◆
○市行造林地整備工事
　　間伐6.29ha
　　作業道開設1,200m

市行造林事業 ◆ ◆ ◆ ◆ 継続

109 Ⅴ (14) ㉒ 8
風蘭の館「カ
キ小屋」

農林水産部
海業水産課

京丹後市海業
推進事業計画

◆
新鮮で安全な水産物の提供による「地産地
消・地産来消」を推進し地域内消費の拡大を
図った。利用者4,074人

海業推進事業
費

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

110 Ⅴ (13) ⑱ 9
社会資本整
備総合交付
金事業

建設部土木
課

京丹後市橋梁
長寿命化修繕
計画

・橋梁点検（190橋）
・橋梁の補修工事（8橋）、架替（1橋）、設計
業務（3橋）

社会資本整備
総合交付金事
業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

111 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆ ◆
小中一貫教育
推進事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

112 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆ ◆
小中一貫教育
実践事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

113 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆ ◆
小学校教育推
進活動実践事
業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

114 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆ ◆
小中一貫教育
実践事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

115 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆ ◆ ◆
小学校教育推
進活動実践事
業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

○教科学習や総合的な学習の時間での「丹
後学」を中心に、水、ごみ問題等の身近な環
境について課題解決的な学習を行うなど、
各学校が計画的に環境教育に取り組んだ。
（新型コロナウイルス感染症の影響により規
模縮小）

○山や川、海等の身近な自然に触れる体験
活動や農業、漁業、青少年海洋センター等
での体験学習を発達段階に応じて計画的に
実施した。また、ソーラーパネル設置校は、
太陽光発電等の価値･関心ともなりうる。
（新型コロナウイルス感染症の影響により規
模縮小）
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116 Ⅴ (15) ㉑ ㉒ 14 15
環境教育の
推進

教育委員会
事務局学校
教育課

京丹後市教育
振興計画

◆

○小中学校教員対象の「大地の学習指導者
研修会」を開催し、丹後の地質遺産（ジオ
パーク）の素晴らしさを児童生徒に伝えられ
る教員指導力の向上を目指すフィールド
ワークを実施。

- ◆ ◆ ◆ ◆
新型コロナウイルス感染症の
影響により未実施

117 Ⅴ (14) (15) ㉑ ㉒ 3 4
食育、教育・
保育活動

教育委員会
事務局子ども
未来課

第2期京丹後
市子ども・子育
て支援事業計
画

◆ ◆ ◆
保育所管理運
営事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

118 Ⅴ (14) (15) ㉑ ㉒ 3 4
食育、教育・
保育活動

教育委員会
事務局子ども
未来課

第2期京丹後
市子ども・子育
て支援事業計
画

◆ ◆ ◆
保育利用管理
運営事業

◆ ◆ ◆ ◆ 継続

119
全方
針

美しいふるさ
とづくり審議
会

市民環境部
生活環境課

美しいふるさと
づくり条例
第2期環境基
本計画

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
民間による大規模風力発電事業計画（2件）
の環境アセス（配慮書）に係る市長意見形成
のための審議を行った（計6回）。

美しいふるさと
づくり推進事業

◆ ◆ ◆ 継続

各保育所・こども園において、園内菜園での
野菜の栽培、花壇で花卉の栽培や、園外に
おいて果物や農作物などの収穫体験、昆虫
などの小動物や水生生物の飼育により環境
学習や情操教育に取り組んだ。


